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2 Ha-4　　 ポ ル ノ ー 教 育 学 に 基 づ く 住 環 境 教 育 に 関 す る 基 礎 研 究

一 関 口 家 政 学C ）批 判 的 検 討 か らｰ

後1 藻1さ り）り （東 京 学 芸 大 ・ 連 合 大 学 院 ）

目的：住環境に対する主体的な意識、態度を育成するために、ボルノーが教育人間学の視点から展開

した空間論を住環境教育の課題に取り入れることを目的とする。その基礎研究として、ボルノーの理

念を基に展開した関口家政学を検討することにより、ボルノーが教育的課題とした人間学的空間の規

定を明確にし、住環境教育の課題を明らかにする。

方法-.関口家政学を展開している著作を取り上げ、その鍵概念である「人間守護」、「内部空間」、「外

部空間」の概念、及び研究方法を、ボルノー教育学の視点から検討する。

結果：関口家政学理論の検討；①関口家政学では、“Geborgenheit" の概念を客体化し、与えられる

受動的なものとして捉え「人間守護」と表現した。これに対し、ボルノーの“Geborgenheit" の概念

は、人間が自己を開示するための主体性と空間の在り様として現れる問題であり、人間の受動性では

なく能動性を言及している。②ボルノーのいう「内部空間」「外部空間」は、人間が体験している人間

学的な空間であるのに対し､ 関口はそれを社会システ ムである「家庭生活」「社会生活」として展開した。

方法論の検討；関口家政学では、研究により求めた客観的成果を個人生活に当てはめ、一元論的成果

とすることを可能としている。しかし、ボルノーの指摘する人間の空間性に対する教育的課題は、人

間が空間と一体化し、身体のように受肉することによってのみ認識できる課題であり、客体化された

二元的空間では認識できない。以上のことから、住環境教育で主体性を養うためには、人間と空間が

同一化している空間を認識し、その空間の持つGeborgenheit" の自己開示力に気づき、自ら「内

部空間」を広げていくことである。

2 Ha-5　　　　学校と地 域との連 携による住まい･まちづくり学習に対する

家庭科教師の意 識

○金川久子’田中　勝＊＊（＊豊橋技術科学大･院　＊＊山梨大）

〈目的〉近年、住まい・まちづくり学習には、様々な試みがみられるようになってきた。
たとえば学校教育では、地域性をいかした住教育プログラム･教材開発や出前講座の活用、

ワークショップなど参加型手法の導入が進められている。また、学校教育と社会教育との

連携を強化し、生涯学習の視点から、住まい・まちづくり教育を考えていこうとするアプ

ローチも出てきている。住環境やまちづくりにまで視野を広げ、家庭、地域、行政、専門
家、ＮＰＯ などと連携しながら、総合的に住まい・まちづくり学習を展開していく時代に

なってきたといえよう。本研究は、学校と地域との連携による住まい・まちづくり教育の
あり方を考えていくために、家庭科担当教師へのアンケート調査結果から、他教科や総合

的学習を活用した住居学習の可能性や教師支援について検討することを目的としている。

〈方法〉平成10年度及び12年度に山梨県内の高等学校家庭科担当教師を対象に実施した住

教育に関するアンケート調査結果を用いる。
〈結果〉①総合的学習との連携：身近な地域を題材に住宅や地球環境問題等について学習

させたいと考えている。②他教科との連携：社会科、理科、保健と連携し、地域の歴史性
・社会性などの視点から住まいや住文化を考えていこうとしている。③地域の人材活用：

授業内容の広がりを期待し、メーカーなど「つくり手」との協力・連携を望む教師が約半数

を占める。④地域性をいかした住教育実践：家庭科教師の92. 7% が関心を持つが、実践し
ているのは17. 5% に過ぎない。⑤教師支援：住教育勉強会への参加を希望する家庭科教師

は多く、教材の共同開発や住宅見学等の活動を望んでいる。
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